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管
理
す
る
た
め
の
組
織
作
り

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。ま

た
、
地
域
計
画
策
定
後

の
運
用
の
仕
組
み
等
の
検
討

を
進
め
、
農
業
者
が
個
別
に

悩
み
を
相
談
で
き
る
体
制
作

り
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

協
力
い
た
だ
き
農
地
を
維
持

与
謝
野
町
で
は
22
集
落
で

地
域
計
画
策
定
に
向
け
て
協

議
を
重
ね
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
一
つ
に
耕
作
者

に
よ
る
草
刈
り
の
負
担
が
挙

げ
ら
れ
、
こ
の
負
担
を
少
し

で
も
減
ら
す
た
め
の
解
決
策

と
し
て
、
非
農
家
の
方
に
も

し
、
土
入
れ
作
業
を
機
械
化

す
る
技
術
開
発
の
試
験
を
行

っ
た
。

そ
の
結
果
、
管
理
機
や
小

型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
（
ら
せ
ん
ツ
メ
な

ど
）
を
組
み
合
わ
せ
、
手
作

業
で
10
㌃
あ
た
り
45
時
間
か

か
る
土
入
れ

作
業
を
、
歩

行
型
機
械
で

４
時
間
弱
、

乗
用
型
機
械

で
２
時
間
弱

ま
で
削
減
す

る
こ
と
が
で

き
た
。

今
後
は
、

機
械
利
用
に

よ
る
省
力
栽

培
技
術
の
普

及
を
進
め
、

エ
ビ
イ
モ
の

産
地
拡
大
を

め
ざ
し
て
い

る
。

重
労
働
で
、
栽

培
農
家
か
ら
負

担
を
軽
減
す
る

技
術
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
京
都
府
農
林
セ

ン
タ
ー
は
、
農
機
メ
ー
カ
ー

や
府
内
の
生
産
者
と
連
携

エ
ビ
イ
モ
は
サ
ト
イ
モ
の

一
種
で
、
消
費
者
の
人
気
は

高
い
が
、
イ
モ
の
形
を
エ
ビ

に
似
せ
る
た
め
の
土
入
れ
が

「
こ
こ
は
〇

〇
さ
ん
が
耕
作

し
て
い
る
」

「
最
近
、
△
△
さ
ん
は
身
体

が
弱
り
、
耕
作
で
き
な
く
な

っ
た
」
「
こ
の
遊
休
農
地
は

〇
〇
さ
ん
耕
作
し
て
く
れ
る

ん
ち
ゃ
う
か
」
な
ど
、
地
図

を
見
な
が
ら
自
分
の
担
当
地

区
の
農
地
を
確
認
し
、
地
域

の
課
題
を
認
識
。
こ
の
作
業

と
「
地
区
内
の
農
業
者
と
の

話
し
合
い
」
を
繰
り
返
す
こ

と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り

地
域
農
業
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
目
標
地
図
の
素
案
づ
く

り
を
推
進
。
さ
ら
に
、
地
域

の
農
業
者
と
の
意
見
交
換
も

進
め
て
、
本
年
度
中
に
地
域

計
画
を
完
成
さ
せ
る
予
定

だ
。

(

南
山
城
村
農
業
委
員
会)

南
山
城
村
農
業
委
員
会
で

は
、
地
域
計
画
の
目
標
地
図

(

素
案)

づ
く
り
に
向
け
て
、

委
員
が
担
当
地
区
の
地
図
を

広
げ
て
耕
作
者
の
現
況
確
認

を
進
め
て
い
る
。

計
画
担
当
係
の
設
置
、
農
業

委
員
会
と
農
林
業
担
当
課
の

連
携
強
化
）
」
を
最
重
点
に

要
請

併
せ
て
｢

集
落
営
農

組
織
の
運
営
助
成
」
や
「
有

害
鳥
獣
対
策
の
拡
充
」
な
ど

を
求
め
た
。

農
業
者
の
意
見
を
提
出
し

て
施
策
へ
の
反
映
に
努
め
る

こ
と
は
農
業
委
員
会
法
38
条

に
基
づ
く
大
切
な
業
務
で
あ

り
、
同
市
で
は
、
農
業
委
員

会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
来
年

度
の
施
策
の
検
討
が
始
ま
っ

て
い
る
。

適
化
推
進
委
員
が
地
区
推
の

会
長
に
就
任
。
集
落
の
農
区

長
（
＝
農
業
委
員
会
補
助

員
）
と
連
携
し
て
「
地
域
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

る
。来

年
度
は
、
地
域
計
画
の

実
現
に
向
け
た
施
策
が
市
農

政
の
中
心
的
な
課
題
と
な
る

た
め
、
「
農
地
利
用
調
整
を

担
う
地
区
推
の
支
援
」
や

「
市
の
体
制
強
化
（
＝
地
域

福
知
山
市
農
業
委
員
会

は
、
市
内
の
地
区
推
進
協
議

会
（
２
４
８
集
落
を
カ
バ
ー

す
る
21
組
織
、
「
地
区
推
」

と
略
）
の
意
見
を
集
約
し
、

同
市
の
来
年
度
予
算
編
成
に

向
け
て
、
８
月
22
日
、
大
橋

一
夫
市
長
に
要
請
書
を
提
出

し
た
。

同
市
で
は
、
農
地
利
用
最

し
ろ
農
産
物
直
売
所
『
宇
治

茶
の
郷
』
の
店
長
を
し
て
い

ま
す
。
近
隣
だ
け
で
な
く
遠

方
か
ら
の
来
店
客
も
多
く
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

宇
治
田
原
町
に
は
、
お
茶

以
外
に
も
お
い
し
い
農
産
物

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ま
に
笑
顔
で
「
こ
の
お
店

に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
直
売
所
に
す

る
た
め
、
創
意
工
夫
の
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

宇
治
田
原
町
に
嫁
い
で
20

余
年
に
な
り
ま
す
が
、
当
時

に
比
べ
て
荒
廃
農
地
が
増
え

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

農
業
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
で
、
女
性
や
若
い
人
に
少

し
で
も
農
業
に
携
わ
っ
て
も

ら
い
、
荒
れ
た
農
地
が
再
生

で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
。

（
宇
治
田
原
町
農
業
委
員

会
・
奥
村
喜
美
子
委
員
）

化
推
進
委
員
を
１
期
ず
つ
務

め
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
の

改
選
時
に
交
代
し
ま
し
た
。

普
段
は
、
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま

宇
治
田
原
町
初
の
女
性
農

業
委
員
と
し
て
、
昨
年
７
月

に
就
任
し
ま
し
た
。
夫
も
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

員
、
町
立
小
学
校
の

農
作
業
技
術
指
導
講

師
と
し
て
も
活
躍
。

京
都
府
農
政
の
最

前
線
で
長
年
勤
め
た

経
験
も
活
か
し
て
、
地
域
農
業
の

振
興
に
加
え
て
、
伝
統
文
化
の
継

承
や
学
校
教
育
の
支
援
ま
で
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
励
む
姿

は
、
他
の
委
員
の
励
み
と
な
っ
て

い
る
。

松
野
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

｢

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
！｣


い
つ

も
前
向
き
な
姿
勢
を
お
手
本
に
、

全
委
員
で
「
地
域
計
画
の
策
定
」

「
活
動
記
録
簿
の
徹
底
」
「
楽
し

い
広
報
発
行
」
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
京
丹
波
町
農
業
委
員
会
・
宇

野
栄
晃
広
報
部
会
長
）

京
丹
波
町
農
業
委
員
会
で
最
年

長
の
松ま

つ

野の

堯た
か

俊と
し

農
政
部
会
長(

79)

＝
写
真
＝
は
、
地
域
計
画
づ
く
り

や
若
手
農
業
者
と
の
意
見
交
換

会
、
異
常
気
象
の
緊
急
調
査
な

ど
、
抜
群
の
行
動
力
で
委
員
会
の

活
動
を
リ
ー
ド
。
農
業
者
の
声
を

行
政
に
伝
え
る
農
政
部
会
の｢

名

物
部
会
長｣

と
し
て
皆
か
ら
慕
わ

れ
る
存
在
だ
。

水
稲
や
野
菜
な
ど
の
農
業
だ
け

で
な
く
、
町
内
に
伝
わ
る
歴
史
的

な
生
活
・
生
産
に
関
す
る
物
品
を

展
示
す
る
実
習
施
設
「
京
丹
波
ふ

る
さ
と
体
験
資
料
館
」
の
運
営
委

地
域
計
画
の
推
進

農
家
相
談
の
体
制
整
備
に
注
力

地域計画の目標地図(素案)をつくろう

担当地区の地図で耕作者の現況を確認

農林センター

直
売
所｢

宇
治
茶
の
郷｣
で
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

直
売
所｢

宇
治
茶
の
郷｣
で
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

農
産
物
直
売
所
「
宇
治
茶
の
郷
」
店
長
の
奥
村
委
員

地
域
に
根
ざ
し
て

活
動
す
る
農
政
部
会
長

南
山
城
村
農
業
委
員
会

現
況
地
図
を
も
と
に
、
委
員
が
目
標
地

図
の
素
案
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

（
大
河
原
地
区
）

｢
地
域
計
画｣

実
現
の
た
め
市
の
体
制
強
化
を


来
年
度
施
策
を
市
長
に
要
請

福
知
山
市
農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
の
藤
田
会
長

（
左
）
か
ら
大
橋
市
長
に
要

請
し
た
（
８
月
22
日
）

京丹波町 松野堯俊さん

エ
ビ
イ
モ

エ
ビ
イ
モ
栽
培
の
機
械
化
技
術
を
開
発

乗用型機械による

土入れ作業、収穫

したエビイモ

新会長の抱負新会長の抱負

与謝野町農業委員会

番
ば ん

晃
あきら

会長(50)
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